	[image: image1.jpg]




	連絡先　滋賀県労働組合総連合内（県労連）大津市梅林１丁目３－３０　２０１７年　６月２２日
電話 077-521-2536　　ＦＡＸ 077-521-2534　　　E-mail: shigaken-roren@aqua.plala.or.jp


※皆さんからの情報をお待ちしています。
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共謀罪なんか


いらんねん





6月13日（火）、共謀罪を許さない滋賀県連絡会と憲法共同センターが呼びかけた「共謀罪はいらない！6・13全県統一行動」は県内7か所で、8つの行動が行われました。延べ300人を超える参加者で抗議の声をあげました。


JR大津駅前では「共謀罪に黙っていられない昼デモ」が行われ、この間の昼デモの取り組みでは最多の90人が参加しました。開会では県労連の瀧上正昭議長、国賠同盟の島田耕さんが共謀罪の危険性、現政権の危うさについて訴えました。その後、「共謀罪はいらない」「説明できない大臣辞めろ」とコールを響かせました。


（写真左：昼デモ行進の様子。コープしが提供）





　近江八幡市での行動はJR近江八幡駅隣接の大規模商業施設前で開催、37人の参加でした。


共産・社民・民進の3野党からの参加者に続き、自民党支持者、元創価学会員などを含む幅広い市民の方が次々マイクを握り、共謀罪廃案を訴えました。


2階のコンコースではビラを配布しました。足を止めて何人もの人たちが聞いてくださいました。


（写真右：湖東の会提供）





　甲賀市では商業施設前で33人がスタンディングを行いました。入れ替わり立ちかわり多数の参加者がマイクを握り握り、共謀罪の成立を許さないと訴えました。


（写真中：田中哲さん提供）





　彦根市では50人弱が参加。シュプレヒコールを上げました。原発の会や救援会、革新懇などをはじめ多数の団体から参加がありました。ビラの受け取りがよく、問題が広がっていると感じられます。





　共謀罪の強行採決に抗議の声が上がっています。共同センター加盟の県労連は20日、首相官邸に抗議文を送付しました。引き続き「秘密保護法」「戦争法」「盗聴法」「共謀罪法」の廃止を訴えていきましょう。


各取り組みにご参加ください。共同センターは当面下記の取り組みを予定しています。


7月  5日（水）18時00分～JR石山駅前


7月14日（金）18時00分～JR草津駅西口


・各組織の取り組みをお教えください。拡散します。








